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町議会
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編 集 長柄町議会広報編集特別委員会

　令和2年長柄町議会第4回定例会は、12月10日から11日までの2日間を会期として開催されました。
　提出された議案等は、議案7件、認定1件、請願1件、発議案1件ですべて原案のとおり可決、認定されました。
　

第4回定例会　議案等審議結果一覧
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議　案
第 1 号

長柄町議会議員及び長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 2 号

長柄町税外収入の督促及び延滞金徴収並
びに滞納処分施行条例等の一部を改正す
る条例の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 3 号

長柄町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 4 号

令和2年度長柄町一般会計補正予算
（第6号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
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第4回定例会　議案等審議結果一覧
議員名

議案名

結　果 髙
橋
智
恵
子

岡
部　
弘
安

柴
田　
　
孝

川
嶋　
朗
敬

鶴
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喜
豊

池
沢　
俊
雄

三
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一
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吉　
敏
子

月
岡　
清
孝

古
坂　
勇
人

山
﨑　
悦
功

星
野　
一
成

議決
結果

賛
成

反
対

議　案
第 5 号

令和2年度長柄町国民健康保険特別会計補
正予算（第3号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 6 号

令和2年度長柄町介護保険特別会計補正予
算（第2号）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 7 号

人権擁護委員の推薦につき意見を求める
ことについて

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認　定
第 1 号 令和元年度決算認定について 原案

認定 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発議案
第 1 号

建設従事者のアスベスト問題の早期救済・
解決を求める意見書

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

条例の制定
議案第1号　長柄町議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について
　公職選挙法の一部を改正する法律が施行されることに伴い、町の議会議員及び町長の選挙における選挙運
動用自動車の使用、ビラの作成、ポスターの作成費用が公費負担となるものであり、所要の手続きについて
条例を定めるものです。

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示

条例の一部改正
議案第2号　長柄町税外収入の督促及び延滞金徴収並びに滞納処分施行条例等の一部を改正する条例の制定
　　　　　  について
　地方税法等の一部改正に伴い、長柄町税外収入の督促及び延滞金徴収並びに滞納処分施行条例等の延滞金
の割合の特例について所要の整備を行うため、関係条例を一括して改正するものです。
　内容は、「特例基準割合」を「延滞金特例基準割合」と名称変更する等、必要な字句の整理を行い、また、
延滞金の割合が0パーセントとならないように所要の改正を行うものです。

議案第3号　長柄町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
　地方税法施行令の一部改正が施行されたことに伴い、国民健康保険税の減額に係る所得基準について、所
要の改正を行うものです。

補正予算
議案第4号　令和2年度長柄町一般会計補正予算（第6号）
　予算現額に3,474万8千円を追加し、補正後の予算総額を55億70万７千円とするものです。
　主な内容は、障害者福祉関連費用などの増です。

議案第5号　令和2年度長柄町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
　予算現額に132万6千円を追加し、補正後の予算総額を9億9,704万6千円とするものです。
　主な内容は、保険給付費の増です。
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人事案件
議案第7号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　現在の委員である大野芳文氏が令和3年3月31日をもって任期満了となることから、引き続き同氏を推薦
するものです。

決算認定
認定第1号　令和元年度決算認定について

10 月 21 日、23 日に開催された決算常任委員会で第 3 回定例会により付託された「令和元年度決算審査」
を行い、総務事業並びに住民教育所管の決算を認定しました。

また、各常任委員会での主な質疑応答は以下のとおりです。

総務事業常任委員会　質疑応答
（池沢委員長、柴田副委員長、古坂委員、山﨑委員、鶴岡委員、岡部委員）
質疑 耕作放棄地解消対策事業補助金が 2 種類あるが違いは何か伺う。

答弁 毎年農業委員会が調査している。比較的容易に耕地にできる耕作放棄地と、樹木があるなど困
難な耕作放棄地に分類している。

質疑 農業振興費について、補正予算で追加しているにも関わらず、不用額が発生しているのはなぜか伺う。
答弁 被災した農家に対する経営体育成支援事業助成金で、補正予算措置後、辞退者が発生したためである。
質疑 道の駅ながらトイレ改修工事及び道の駅ながら改修工事の内容について伺う。
答弁 男子トイレ小便器水洗の自動化及びインフォメーションセンター屋根の塗装である。

質疑 都市農村交流センター指定管理業務の桜並木除草作業のうち 3 回目の後片付けが行われていな
いと思うが、その後の対応を伺う。

答弁 現地を確認し対応した。今後、同じような事案があれば、管理費の減額などの対応をとりたい。
質疑 現在の各町営住宅の入居率を伺う。
答弁 現在、味庄住宅 78.1％、鴇谷住宅 78.3％、立鳥住宅 40％、刑部住宅 90.3％となっている。
質疑 立鳥住宅は新規入居をしない方針だが、施設としての今後の方針を伺う。
答弁 立鳥住宅から鴇谷住宅に転居をお願いしている。今後の活用については多目的に検討していきたい。
質疑 浄化槽事業の清掃の対象及び清掃基数を伺う。
答弁 清掃は汚泥の量により実施し、昨年度は 536 基行った。
質疑 主要道路の歩道について、安全に通行できるよう管理されているか伺う。

答弁 現在、幹線町道の除草作業を年 1 回行っている。歩行者が安全に通行できるよう、今後も対応
していきたい。

質疑 不納欠損に対する取組みについて伺う。

答弁 滞納者は生活困窮者が多いが、過年度未納分について、5 年の時効までに処理できるように努
めている。滞納者に対し、連絡をしたり、納付書の送付を行っている。

質疑 防災無線戸別受信機の不足、要望はまだあるか伺う。
答弁 随時申請を受け付けている。引き続き周知に努めていく。
質疑 法律顧問弁護業務における年間相談件数を伺う。
答弁 年間 5 件から 10 件程度あり、月平均 30 分ほどの相談が目安である。
質疑 長柄町のマイナンバーカードの取得人数について伺う。
答弁 ポイント取得などで増加傾向にあり、現在おおむね 15 パーセントくらいが取得した。

議案第6号　令和2年度長柄町介護保険特別会計補正予算（第2号）
　予算現額に98万6千円を追加し、補正後の予算総額を７億8,348万9千円とするものです。
　主な内容は、地域支援事業費の増によるものです。
※議案第4号、議案第5号、議案第6号は会議規則第37条により一括議題としました。
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請願・議員発議
　今定例会に次の請願が提出され、本会議での審議の結果、全会一致で採択されました。
　また、採択された請願に係る意見書の提出については、議員発議の発議案として審議され、全会一致で可
決し、関係行政庁へ意見書を提出しました。

件　　名 請　願　者 紹介議員 結 　果

請願第1号
国に働きかける意見書の
提出を求める請願書

千葉県茂原市建築組合連合会
会　長　　　山口　久雄
千葉県板金工業組合
専務理事　　髙梨　哲也　
千葉県左官業組合連合会
青年部　　　福邉　克吉
千葉土建一般労働組合長生支部
執行委員長　稲垣　泰道

三枝 新一
池沢 俊雄 採　択 全会

一致

質疑 田代地区の町有地について利用の計画はあるか伺う。

答弁 自然公園区域に含まれ約 33 町歩ある。4、5 社引合いがあったが進捗はない。可能な事業に
ついて県に相談しているが、自然活用型以外の活用ができないとのことである。

質疑 現在ガラナ飲料水はどういったところにどれくらい配られているのか伺う。

答弁
昨年度 6 万本を製造し、本年 10 月中に配布が完了する予定である。配布場所は、道の駅なが

ら、産直広場太陽、リソルの森、ゴルフ場、医療従事者等に加え、千葉テレビ、ベイエフエム等
のメディアに対しては、撮影・取材の際に配布した。

質疑 ガラナ飲料のアンケートをとった結果、どのような声があったか伺う。

答弁 アンケートは 600 件ほどの回答を頂いており、評価についてはおおむね好評、値段について
は考慮すべきといった回答を多く頂いている。

質疑 旧水上小学校跡地の現状を伺う。

答弁 昨年 3 月に契約は完了している。愛知県の工場建設を先行したため着工が遅れている。国際認
証を取得次第、着手予定と伺っている。

要望 最小の経費で最大の効果が得られるよう、より一層の努力と審査の結果を令和 3 年度予算編成
に反映していただくよう要望する。

 

住民教育常任委員会　質疑応答
（三枝委員長、川嶋副委員長、月岡委員、星野委員、本吉委員、髙橋委員）
質疑 公民館が新型コロナウイルス感染症予防等で部屋が使用できない場合について伺う。
答弁 公民館と武道館を相互に活用し、臨機応変に対応していく。
質疑 検定料補助金の受検者数の推移について伺う。
答弁 受検者数については年々増加し、子どもたちが様々な検定を受けられるように進めていく。
質疑 年度別の特定健診受診率の増減について伺う。

答弁
平成 25 年度から平成 26 年度における増加については、町広報、お知らせ、受診勧奨を含め、

内容の見直しを行ったためであり、その後の減少については、国民健康保険の被保険者数が年々
減少しているためである。

質疑 茂原市と市原市への管外保育委託の支出において、その財源内訳の違いについて伺う。

答弁 市原市については、長柄町が保育料を徴収しており、茂原市においては、園で保育料を徴収し
ている。制度上の違いによるものである。

意見 予算の流用について、適切に予算執行にあたってほしい。
答弁 今後、全職員が財務規則にのっとり、予算を執行していきたい。
要望 指摘事項を真摯に受け止められ、今後の行財政運営に活かされることを望む。
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新型コロナウイルス感染症予防のため傍聴席は制限
させていただきますのでご理解ご協力をお願いします

（次回定例会は令和 3年3月2日（火）からの予定です。）

長生郡市広域市町村圏組合議会議員の報告
　定例会の冒頭に、長生郡市広域市町村圏組合議会議員の鶴岡喜豊議員から令和2年第3回長生郡市広域市
町村圏組合議会定例会の報告がありました。以下、要約したものを掲載します。
　令和2年第3回長生郡市広域市町村圏組合議会定例会は11月24日に開会し、提出議案は、承認1件、議案
4件及び発議案1件を審議し、同日閉会しました。
承認第1号　　専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　（令和2年度長生郡市広域市町村圏組合病院事業会計補正予算（第1号））
　収益的収入及び支出を5千520万円増額し、歳入総額を33億6千471万4千円、歳出総額を33億5千955
万8千円とするものです。
　主な内容は、千葉県新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金交付事業にあたり、緊急を要するものと
して行った専決処分の承認を求めるものです。
議案第１号　　令和2年度長生郡市広域市町村圏組合一般会計補正予算（第2号）
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ100万円を追加し、歳入歳出予算の総額を67億8千771万4千
円とするものです。
　主な内容は、夜間急病診療所において、備品等の整備をするものです。
議案第2号　　令和2年度長生郡市広域市町村圏組合病院事業会計補正予算（第2号）
　歳入は、614万円を追加し、歳入総額を33億7千85万4千円とし、歳出は、303万6千円を追加し、歳出
総額を33億6千259万4千円とするものです。
　主な内容は、院内感染対策として設備整備事業をするものです。
議案第3号　　長生郡市広域市町村圏組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正
　　　　　　  する条例の制定について
　主な内容は、分団の統合により団員の定数を1,491人から1,469人、部長を108人から106人、班長を
216人から212人に減員するものです。
議案第4号　　火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
　主な内容は、条例の制定に関する基準を定める省令に規定されている、急速充電設備の全出力の上限を
200キロワットまで拡大し、併せて火災予防上必要な措置の見直しを行うものです。　
発議案第1号　公立長生病院の経営に関する調査研究特別委員会の設置について
　主な内容は、長生郡市内、唯一の公立病院である長生病院の安定した経営に向け、長生広域の議会として
経営改善の諸方策について調査・研究する必要があると考え特別委員会を設置するものです。
　中村　勇氏（睦沢町選出議員）より、提案発議があり、長生広域議会議員全員を委員とし、委員長に常泉
　健一氏（茂原市選出議員）、副委員長に大多和　正之氏（白子町選出議員）が選出されました。
　以上、承認1件、議案4件及び発議案1件を審査し、すべて原案のとおり承認・可決されました。

　議会では各種委員会も原則傍聴可能です。次回は 3 月 4 日（木）、5 日（金）に
予算審査常任委員会が開催される予定です。

問い合わせ先　議会事務局　☎35-2438

議会本会議の会議録を長柄町ホームページにて公開していますので、是非ご覧ください。

町民の皆様方のご意見、ご要望等ありましたら議会事務局までご連絡いただければ幸いです。
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る
よ
う
な
事
案
が
あ

る
場
合
、
躊
躇
な
く
関
係
機
関

と
連
絡
を
取
り
合
い
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
・
安
心
な
生
活
が

保
障
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

　
今
現
在
、
児
童
相
談
所
が
対

応
し
て
い
る
事
案
は
な
い
が
、

今
後
も
学
校
で
の
教
育
相
談

や
、
悩
み
相
談
箱
の
設
置
等
を

と
お
し
、
情
報
収
集
に
努
め
て

い
く
。

（
２
）
例
年
、
保
護
者
参
加
型

の
研
修
会
を
開
催
し
、
啓
発
に

努
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
実
施
し

て
い
け
る
か
学
校
と
相
談
し
、

進
め
て
い
き
た
い
。

（
３
）
ア
ン
ケ
ー
ト
や
個
人
面
談

の
実
施
、
悩
み
相
談
箱
を
設
置

し
、
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
未
然
防
止
の
観
点
か
ら
、

心
の
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も

一
般 

質 

問

― 
議
員
5
名
が
町
政
を
問
う 

―

期
券
の
購
入
が
21
枚
、
回
数
券

の
購
入
が
３
５
１
冊
、
助
成
額

は
95
万
円
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
利
用
者
数
は
、
残
念
な
が

ら
事
業
者
側
も
把
握
し
て
い
な

い
が
、
売
り
上
げ
が
減
少
し
て

い
る
の
で
、
利
用
者
数
も
年
々

減
っ
て
い
る
と
推
察
す
る
。

　

路
線
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
業
者
で
あ
る
小
湊
鉄
道

株
式
会
社
か
ら
更
な
る
減
便
の

申
入
れ
が
あ
る
な
ど
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
今
後

も
本
利
用
促
進
事
業
を
継
続

し
、
路
線
存
続
と
利
用
者
の
利

便
性
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　
タ
ク
シ
ー
会
社
は
、
何
社
利

用
で
き
る
か
伺
う
。

　

当
管
内
で
８
社
、
市
原
市

の
会
社
で
13
社
、
介
護
福
祉

タ
ク
シ
ー
16
社
の
合
計
37
社

で
あ
る
。

た
福
祉
有
償
運
送
事
業
が
開
始

さ
れ
、
平
成
29
年
に
外
出
支
援

タ
ク
シ
ー
事
業
を
開
始
し
、
令

和
２
年
３
月
に
は
町
民
バ
ス
の

廃
止
に
伴
い
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
が
充
実
さ
れ
た
。
ま
た
、

平
成
30
年
４
月
よ
り
路
線
バ
ス

利
用
促
進
事
業
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
各
々
の
利
用

者
数
、
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

　
福
祉
有
償
運
送
事
業
は
、
延

べ
人
数
で
本
年
度
は
、
10
月
ま

で
で
70
名
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
事
業
と
体

制
の
継
続
に
努
め
て
い
く
。
次

に
、
高
齢
者
等
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
事
業
は
、
本
年

度
は
、
10
月
末
現
在
で
、
登
録

者
数
２
６
４
名
、
２
８
９
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
本
年
度
４
月

か
ら
、
利
用
者
要
件
の
緩
和
な

ど
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
現

在
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

　

路
線
バ
ス
利
用
促
進
事
業

は
、
本
年
度
10
月
現
在
で
、
利

用
登
録
者
が
、
２
９
７
名
、
定

に
、
職
員
を
人
権
教
育
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
等
の
生
徒
指
導
の

研
修
に
参
加
さ
せ
、
指
導
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
県
の
「
千
葉
県
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
る
条
例
」
改
正
等
を

受
け
て
、
本
町
で
は
ど
ん
な
形

を
取
り
、
指
導
等
を
さ
れ
た
の

か
伺
う
。

　
今
回
の
改
正
の
大
き
な
柱
は

親
の
体
罰
禁
止
に
加
え
、
児
童

相
談
所
介
入
の
強
化
で
あ
る
。

本
町
で
は
各
種
研
修
に
職
員
を

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
、
理
解

を
深
め
て
い
る
。

問
２
．福
祉
有
償
運
送
、
高

齢
者
等
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
事
業
及
び

路
線
バ
ス
利
用
促
進
事
業

助
成
に
つ
い
て

　
本
町
は
、
公
共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
移
動

制
約
者
に
対
し
て
、
平
成
17
年

９
月
よ
り
福
祉
車
両
を
利
用
し

三
枝 
新
一 
議
員�

（
一
問
一
答
方
式
）
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柴
田 

孝 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

問
１
．施
政
方
針
の
取
組
み

状
況
に
つ
い
て

　
　

 

　

公
共
交
通
の
確
保
と
し

て
、
町
民
バ
ス
が
廃
止
さ

れ
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促

進
、
路
線
の
維
持
に
つ
い

て
、
買
物
の
利
便
性
や
移
動

の
容
易
性
な
ど
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。
ま

た
、
利
用
者
の
推
移
と
現
状

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

　

唯
一
の
公
共
交
通
で
あ
る

路
線
バ
ス
の
存
続
と
、
そ
の

た
め
の
町
民
の
バ
ス
利
用
の

促
進
の
点
か
ら
、
広
報
な
が

ら
に
回
数
券
助
成
事
業
を
含

む
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

次
に
、
利
用
者
数
は
年
々

減
少
し
、
そ
し
て
一
日
当
た

り
の
運
行
数
も
減
便
な
ど
、

路
線
バ
ス
は
大
変
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
高
齢
者
等
外
出
支
援
タ

ク
シ
ー
助
成
事
業
」
の
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
や
実
態
調
査
の

結
果
は
ど
う
か
。
ま
た
、
そ

の
後
の
条
件
緩
和
等
の
外

出
・
移
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
き
た
の
か
伺
う
。

　

本
事
業
の
利
用
傾
向
と
し

て
、
通
院
が
主
と
な
っ
て
い

る
。
迎
車
代
も
含
め
る
と
、

１
回
あ
た
り
の
金
額
が
高
額

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
は
１
回

あ
た
り
の
利
用
限
度
額
を
引

き
上
げ
た
。
引
き
続
き
、
利

便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
。

問
2
．高
齢
者
の
健
康
維
持

に
つ
い
て

　

高
齢
化
が
加
速
す
る
我
が

町
に
お
い
て
、
心
身
と
も
に

者
の
活
性
化
に
向
け
て
の
生
活

経
営
支
援
と
な
る
商
品
券
等
の

支
援
策
が
必
要
と
考
え
る
が
伺

う
。

　
商
品
券
は
、
事
務
手
続
に
相

応
の
日
数
が
必
要
な
た
め
、
即

効
性
が
求
め
ら
れ
る
現
状
に
対

応
し
づ
ら
い
面
も
あ
る
。
今
後

も
、町
内
中
小
企
業
の
情
勢
を
、

注
意
深
く
見
て
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
要
因
も
研
究
結
果
か
ら
究

明
さ
れ
る
と
と
も
に
感
染
防

止
対
策
と
自
己
防
衛
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
町
の
賑
わ
い
や
経
済
の

活
性
を
図
る
上
で
イ
ベ
ン
ト

等
の
活
動
再
開
に
つ
い
て
、

清
田
町
長
は
ど
の
よ
う
な
段

階
時
期
と
し
て
判
断
基
準
を

定
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
国
の
「
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
け

る
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
や
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
実
行

委
員
の
意
見
を
賜
り
、
し
か
る

べ
き
時
期
に
判
断
し
た
い
。

い
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
粛

等
に
よ
っ
て
集
ま
る
機
会
や

外
出
制
限
が
行
わ
れ
て
い
る

中
、
運
動
不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
減
少
な
ど
か

ら
、
筋
力
低
下
、
栄
養
不
足
、

認
知
機
能
の
低
下
が
生
じ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
効
果
的
な

予
防
対
策
へ
の
取
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
伺
う
。

　

参
加
者
の
身
体
状
況
を
把

握
し
、
声
掛
け
な
ど
の
配
慮

に
努
め
、
参
加
者
の
満
足
度

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
実
施
し

て
い
き
た
い
。

問
3
．コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

町
の
経
済
へ
の
影
響
に
つ

い
て

　
昨
年
の
豪
雨
被
害
か
ら
1
年

が
過
ぎ
、
町
の
小
売
店
舗
等
へ

の
経
済
の
影
響
等
が
続
く
中
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と
合
わ

せ
町
補
正
予
算
に
よ
り
感
染
症

対
策
や
生
活
支
援
事
業
を
展
開

し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
町
事
業

健
康
で
日
常
生
活
を
送
る
に

は
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の

推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。
介

護
予
防
教
室
に
お
け
る
取
り

組
み
で
運
動
量
や
知
的
機
能

の
維
持
に
ど
の
程
度
の
効
果

を
期
待
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
年
１
回
の
「
健
康
と
く

ら
し
の
調
査
」
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
評
価
・
検
討
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

　

運
動
機
能
面
で
は
、
定
期

的
に
体
力
測
定
を
実
施
し
、

約
５
年
前
と
比
較
し
、
現
状

維
持
又
は
向
上
し
、
知
的
機

能
に
つ
い
て
も
、
教
室
の
参

加
者
の
７
割
が
認
知
症
リ
ス

ク
の
低
下
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
、「
健
康
と
く
ら
し
の

調
査
」
の
評
価
は
介
護
予
防

教
室
な
ど
の
社
会
参
加
を
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

認
知
症
リ
ス
ク
の
低
下
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
現
在
実
施
し

て
い
る
事
業
の
有
効
性
が
示

さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
社
会

参
加
を
さ
れ
る
方
が
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
課
題
と
し
て
、
参
加

希
望
者
の
掘
り
起
こ
し
に
つ

  

答 

町 

長

　

議 

員

　

議 

員
  

答 

町 

長

　

議 

員

  

答 

町 

長
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員
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長
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本
吉 

敏
子 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

問
１
．子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
日
本
版
ネ
ウ

ボ
ラ
）
の
設
置
に
つ
い
て

　
　

 

　
母
子
保
健
法
の
改
正
に
よ
り

令
和
２
年
度
末
ま
で
に
子
育
て

家
庭
が
社
会
か
ら
孤
立
す
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
、
産
前
産
後
か

ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な
く
母

子
を
支
援
す
る
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
日
本
版

ネ
ウ
ボ
ラ
）」
の
設
置
を
す
る

こ
と
が
義
務
と
さ
れ
て
い
る
が

進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

県
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招

き
、
設
置
に
向
け
、
取
組
み
内

容
等
の
検
証
を
行
い
、
課
題
を

整
理
し
現
在
に
至
る
。今
後
は
、

届
出
を
行
い
、
健
康
福
祉
課
脇

の
相
談
室
に
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
本
年
度
中

に
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
後
の
運
営
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
運
営

を
す
る
の
か
伺
う
。

　
引
き
続
き
、
母
子
保
健
サ
ー

ビ
ス
と
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

が
、
一
体
的
に
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
母
子
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
相
談
や
見
守

り
、
助
言
な
ど
母
子
福
祉
推
進

員
が
必
要
と
考
え
る
が
考
え
を

伺
う
。

　
県
で
は
、
平
成
16
年
11
月
を

も
っ
て
、
千
葉
県
母
子
福
祉
推

進
員
制
度
を
廃
止
し
、
そ
れ
ま

で
行
っ
て
き
た
事
業
は
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
引
き
継
い

で
い
る
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
行
政
が
連
携
し
、
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　

出
産
後
の
育
児
の
不
安
や
、

母
親
の
心
身
の
ケ
ア
な
ど
、
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
と
す
る
人
を
対

象
に
、
助
産
師
が
訪
問
型
の
支

　
本
制
度
は
、
本
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
、
県
内
の
幾
つ
か
の

自
治
体
で
は
、
事
業
に
着
手
し

て
い
る
が
、
多
く
の
自
治
体
が

検
討
中
で
あ
る
。
本
町
も
、
現

在
、
課
題
を
整
理
し
、
検
討
を

し
て
い
る
。

問
4
．少
子
化
対
策
の
強

化
に
つ
い
て

　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
創

設
に
つ
い
て
本
町
と
し
て
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　

本
町
に
は
、
既
に
少
子
化

対
策
の
み
な
ら
ず
、
本
町
で

新
た
に
生
活
を
始
め
る
方
々

に
対
し
、
各
種
施
策
で
対
応

し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
同
様
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

や
各
種
健
診
の
場
、
教
育
・
保

育
施
設
等
を
活
用
し
て
ど
の
よ

う
な
普
及
啓
発
活
動
を
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
各
種
健
診
の
場
で
は
、
そ
の

都
度
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
、
こ
ど
も
園
で
は
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
や
「
保
健
だ
よ
り
」
に

掲
載
す
る
こ
と
で
普
及
啓
発
に

努
め
て
い
る
。

　
児
童
虐
待
等
の
本
町
の
相
談

体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　
健
康
福
祉
課
の
福
祉
係
を
中

心
に
、
保
健
師
な
ど
関
係
機
関

の
職
員
と
連
携
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
る
。

問
3
．高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実

施
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制

の
整
備
等
に
つ
い
て

　

本
町
と
し
て
円
滑
な
施
行

を
図
る
た
め
ど
の
よ
う
な
準

備
と
検
討
を
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

援
を
行
い
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
訪
問

型
産
後
ケ
ア
の
設
置
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
当
管
内
に
は
、
産
科
医
が
２

院
、
助
産
所
が
１
か
所
し
か
な

い
の
で
、
見
送
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
周
知
を
さ
れ
る
の
か
、

周
知
方
法
を
伺
う
。

　

今
後
設
置
の
認
可
を
受
け

た
際
に
は
、
子
育
て
支
援
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
や
チ
ラ
シ
を
作

成
す
る
。

問
2
．子
ど
も
の
権
利
擁
護

に
つ
い
て

　
体
罰
や
暴
力
、
ネ
グ
レ
ク
ト

等
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す
悪
影
響

や
体
罰
に
よ
ら
な
い
子
育
て
に

関
す
る
理
解
が
社
会
で
広
ま
る

よ
う
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

議 

員

  

答 
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長
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員

  

答 
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長
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員
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長

  

答 

健
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長
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員
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員
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長
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長
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髙
橋 

智
恵
子 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

問
1
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
取
組
み
に
つ

い
て

　
　

 

　
長
柄
町
独
自
の
支
援
策
と
し

て
、
企
業
等
応
援
給
付
金
を
令

和
３
年
１
月
15
日
を
締
切
に

行
っ
て
い
る
が
、
現
段
階
で
の

申
請
者
数
は
何
件
か
伺
う
。
ま

た
、
そ
の
中
に
、
店
舗
を
持
た

な
い
在
宅
ワ
ー
ク
等
の
事
業
者

も
い
る
と
思
う
が
、
事
前
に
そ

の
よ
う
な
事
業
者
を
町
は
把
握

し
て
い
た
か
伺
う
。

　
企
業
等
応
援
給
付
金
の
本
年

12
月
３
日
現
在
の
申
請
件
数

は
、
１
０
３
件
で
あ
る
。

　
ま
た
、
在
宅
ワ
ー
ク
等
の
事

業
者
数
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
予
算
を
組
む
際
に

は
、
出
来
る
だ
け
正
確
を
期
す

た
め
、
商
工
会
等
、
多
方
面
か

ら
情
報
を
収
集
し
、
予
算
計
上

し
て
い
る
。

　

第
３
波
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
職
を
失
っ
た
り
、
生

活
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

る
町
民
か
ら
の
相
談
は
あ
る
か

伺
う
。

　
町
及
び
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
、
金
銭
の
借
入
れ
な
ど
様
々

相
談
が
あ
っ
た
と
報
告
を
受

け
、
状
況
に
応
じ
対
応
し
た
。

問
2
．新
公
民
館
の
役
割
に

つ
い
て

　

新
公
民
館
建
設
が
町
民
の

暮
ら
し
、
社
会
教
育
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
も
大
き
く
貢
献

し
、
公
民
館
で
人
々
の
交
流
の

輪
が
、
災
害
が
起
き
た
時
、
自

助
・
互
助
・
共
助
と
い
う
よ
う

な
気
持
ち
を
高
め
る
こ
と
に
繫

が
る
。
今
あ
る
教
室
以
外
に
、

開
設
し
て
ほ
し
い
講
座
や
教
室

マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
、

電
子
図
書
を
借
り
る
こ
と
が

で
き
、
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で

外
出
を
控
え
て
い
る
町
民
の

方
々
が
自
宅
で
読
書
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　
ま
た
、
新
公
民
館
に
お
い
て

も
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備

し
、
利
用
者
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

　
貸
出
し
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

詳
し
く
お
聞
き
し
た
い
。

　
対
象
者
は
、
在
住
・
在
勤
に

限
る
。
貸
出
し
冊
数
は
、
３
冊

を
上
限
、
貸
出
日
数
は
現
在
の

図
書
室
と
同
じ
２
週
間
で
す
。

予
約
の
条
件
を
３
冊
、
最
大
の

延
長
を
１
回
と
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
る
。 

ら
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
特
に

高
齢
者
の
社
会
的
な
関
わ
り
が

薄
く
な
る
中
、
高
齢
者
の
健
康

維
持
の
た
め
に
も
積
極
的
に
社

会
に
関
わ
る
き
っ
か
け
を
公
民

館
に
期
待
す
る
が
、
町
の
考
え

を
お
聞
き
し
た
い
。

　
今
後
も
、
高
齢
者
が
興
味
を

持
っ
て
積
極
的
に
参
加
で
き
る

よ
う
な
事
業
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
で
は
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
に

参
加
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
入
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
健

康
福
祉
課
と
も
連
携
を
し
て
事

業
を
進
め
て
い
く
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
、
Ａ
Ｉ

の
進
化
な
ど
時
代
の
変
化
に

対
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

　
本
年
度
よ
り
電
子
図
書
館
を

開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
電
子
図
書
館
は
、
ス

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
伺
う
。

ま
た
、
新
公
民
館
建
設
に
伴
い

行
う
予
定
は
あ
る
か
伺
う
。

　

令
和
元
年
度
に
実
施
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ク

ル
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思

う
か
を
調
査
し
た
。

　
ま
た
、
公
民
館
で
は
日
頃
よ

り
主
催
教
室
な
ど
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
内
容
な
ら
ば
参
加

し
た
い
と
思
う
か
な
ど
、
利
用

者
の
方
々
に
聞
き
取
り
を
行
っ

て
い
る
。

　
将
来
的
に
、
生
涯
学
習
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
※
の
育
成
及
び

設
置
は
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

※
生
涯
学
習
教
室
や
自
主
サ
ー

ク
ル
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
ア

ド
バ
イ
ス
と
い
っ
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。

　

本
町
の
タ
ウ
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
る
田
島
先
生
が
、
こ

の
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

  

答 

町 

長

　

議 

員
  

答 
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長

  

答 

教
育
長

  

答 

教
育
長

　

議 

員

　

議 

員

  

答 

教
育
長
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員
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員
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育
長
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員
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川
嶋 

朗
敬 

議
員
（
一
問
一
答
方
式
）

問
1
．す
べ
て
の
子
ど
も
の
安

心
と
希
望
の
実
現
に
向
け
て

　
　

 

　

子
ど
も
が
貧
困
で
苦
し
み
、

こ
の
ま
ま
貧
困
状
態
が
続
く

と
、「
自
立
し
て
生
活
が
で
き

る
大
人
に
育
た
な
い
」「
経
済

格
差
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
」「
貧

困
の
連
鎖
が
起
き
る
」
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
次
の
５
項
目
に

対
し
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ

る
か
伺
う
。

（
１
）
子
ど
も
の
問
題

（
2
）
親
の
問
題

（
3
）
学
校
の
問
題

（
4
）
地
域
社
会
の
問
題

（
5
）
自
治
体
の
問
題

（
１
）
豊
か
な
心
の
育
成
の
阻

害
と
な
ら
な
い
取
組
み
が
必
要

と
考
え
る
。

（
２
）
子
ど
も
と
向
き
合
う
時

間
を
確
保
し
て
も
ら
う
啓
蒙
的

な
取
組
み
が
肝
要
で
あ
る
。

（
３
）
保
護
者
に
対
す
る
負
担
軽

減
及
び
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

ケ
ア
の
取
組
が
肝
要
と
考
え
る
。

（
４
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

一
層
の
充
実
へ
の
支
援
が
必
要

と
な
る
。「
地
域
の
子
ど
も
は
、

地
域
で
育
て
る
」
原
点
に
返
る

よ
う
な
発
想
が
肝
要
と
考
え
る
。

（
５
）
保
護
者
に
対
す
る
実
効

的
な
生
活
支
援
・
経
済
的
支

援
・
就
労
支
援
等
が
肝
要
と
考

え
る
。

　
（
１
）
の
子
ど
も
の
問
題
を

解
決
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
伺
う
。

　

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
夢

と
希
望
を
持
っ
て
成
長
し
て
い

け
る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

各
種
支
援
を
確
実
に
履
行
し
、

全
て
の
教
育
活
動
を
と
お
し
て
、

豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
し
、

き
め
細
か
な
個
に
応
じ
た
教
育

を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

れ
ば
機
能
し
な
い
。
ま
た
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
機
器
や
設
備

を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
近
い
将
来
、
業
務
シ
ス
テ
ム

サ
ー
バ
ー
を
ク
ラ
ウ
ド
化
し
、　

い
つ
で
も
書
類
が
確
認
で
き
、

ど
こ
に
い
て
も
意
思
決
定
を
す

る
こ
と
が
技
術
的
に
可
能
と

な
っ
た
状
況
で
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
や
テ
レ
ワ
ー
ク
等
新
し

い
働
き
方
が
自
然
と
な
る
。
働

き
方
を
変
え
る
こ
と
で
、
今
ま

で
為
す
す
べ
な
く
失
っ
て
い
た

女
性
労
働
の
離
散
を
防
止
し
、

業
務
の
継
続
性
が
続
け
ら
れ

る
、
本
町
の
と
る
べ
き
施
策
を

伺
う
。

　
導
入
す
る
に
は
コ
ス
ト
が
壁

と
な
り
本
町
で
は
厳
し
い
。
現

在
、
国
で
は
市
町
村
の
基
幹
業

務
に
つ
い
て
、
標
準
化
を
目
指

し
て
い
る
が
、
当
面
、
こ
れ
を

含
め
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
捗
を
見

守
り
な
が
ら
、
業
務
の
効
率
化

及
び
働
き
方
改
革
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
く
。

有
効
な
手
段
を
伺
う
。

（
１
）
業
務
効
率
性
の
向
上

（
2
）
文
書
保
存
へ
の
対
応

（
3
）
文
書
検
索
の
向
上

（
１
）（
2
）（
3
）起
案
者
・
決

裁
者
と
も
に
、
時
間
や
場
所
を

拘
束
さ
れ
ず
に
、
効
率
的
に
決

裁
が
可
能
と
な
り
、
同
時
に
決

裁
文
書
も
、
決
裁
履
歴
と
合
わ

せ
、
保
存
、
管
理
及
び
検
索
な

ど
、
利
活
用
が
容
易
に
な
る
。

　
電
子
決
裁
を
効
率
的
に
使
用

す
る
た
め
に
は
、
運
用
方
法
を

定
め
て
厳
格
に
順
守
す
る
仕
組

み
が
必
要
で
あ
る
が
、
次
の
３

項
目
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め

の
解
決
策
を
伺
う
。

（
１
）
電
子
決
裁
の
制
度
に
対

す
る
職
員
の
理
解
不
足

（
2
）
運
用
ル
ー
ル
の
適
用
の

不
徹
底

（
3
）
シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
に
活

用
す
る
た
め
の
ア
イ
テ
ム
不
足

（
１
）（
2
）（
3
）運
用
す
る
た

め
の
ル
ー
ル
を
厳
格
に
定
め
、

そ
の
上
で
職
員
の
理
解
が
な
け

　
文
部
科
学
省
で
は
、
保
護
者

へ
の
支
援
を
目
的
に
訪
問
型
家

庭
教
育
支
援
事
業
を
実
施
し
貧

困
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
貧
困

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
の
本

町
の
施
策
を
伺
う
。

　
東
上
総
教
育
事
務
所
の
訪
問

相
談
担
当
教
員
と
連
絡
を
取
り

合
い
、
課
題
の
あ
る
家
庭
を
訪

問
し
、
悩
み
や
不
安
を
解
消
す

る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
地
域
の
人
材
の
活
用
も

考
え
様
々
な
面
で
の
保
護
者
へ

の
支
援
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
支
え
て
い
き
た
い
。

問
2
．電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム

等
の
導
入
に
よ
る
業
務
の
効

率
化
及
び
働
き
方
改
革
の
あ

り
方
に
つ
い
て

　
電
子
決
裁
は
、
起
案
か
ら
決

裁
ま
で
の
行
為
を
、
紙
を
使
用

せ
ず
端
末
で
行
う
が
、
電
子
決

裁
を
導
入
す
る
意
義
に
つ
い

て
、
次
の
３
項
目
そ
れ
ぞ
れ
の
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第 4 回  臨 時 会

第5回臨時会　議案等審議結果一覧
議員名

議案名

結　果 髙
橋
智
恵
子

岡
部　
弘
安

柴
田　
　
孝

川
嶋　
朗
敬

鶴
岡　
喜
豊

池
沢　
俊
雄

三
枝　
新
一

本
吉　
敏
子

月
岡　
清
孝

古
坂　
勇
人

山
﨑　
悦
功

星
野　
一
成

議決
結果

賛
成

反
対

議　案
第 1 号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 2 号

長柄町特別職の職員の給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

契約の締結

第4回臨時会　議案等審議結果一覧
議員名

議案名

結　果 髙
橋
智
恵
子

岡
部　
弘
安

柴
田　
　
孝

川
嶋　
朗
敬

鶴
岡　
喜
豊

池
沢　
俊
雄

三
枝　
新
一

本
吉　
敏
子

月
岡　
清
孝

古
坂　
勇
人

山
﨑　
悦
功

星
野　
一
成

議決
結果

賛
成

反
対

議　案
第 １ 号

契約の締結について（林地崩壊防止事業　
治山工事（味庄2号箇所））

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 2 号

契約の締結について（社会資本整備総合交
付金　町道3033号線道路改良工事）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

　令和2年長柄町議会第4回臨時会は、10月26日の1日を会期として開催されました。提出された案件は、
議案2件で原案のとおり可決されました。

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示

議案第１号　契約の締結について（林地崩壊防止事業　治山工事（味庄２号箇所））
　令和元年 10 月 25 日の豪雨が激甚災害に指定され、味庄集落で発生した土砂崩壊が、人命、財産に直接
危害を及ぼす恐れがあるものと認められ、事業化になったものです。本事業は、林地の保全上必要な施設を
新設し、再度災害を防止することを目的としています。去る 10 月 19 日に指名競争入札を執行し、7,249
万円で株式会社三枝組と仮契約を締結したことから、「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分
に関する条例」第 2 条の規定により議会の議決を求めるものです。
　議案第２号　契約の締結について（社会資本整備総合交付金　町道 3033 号線道路改良工事）
　本事業は、平成 24 年度より国土交通省からの社会資本整備総合交付金を受けて実施する事業であり、事
業の開始から 9 年目を迎え、国道 409 号線方面から高山十字路に向けて、約 500 ｍ区間について完成形
に整備するものです。去る 10 月 19 日に指名競争入札を執行し、7,018 万円で株式会社三橋土木と仮契約
を締結したことから、「議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例」第 2 条の規定に
より議会の議決を求めるものです。

第 5 回  臨 時 会
　令和 2 年長柄町議会第 5 回臨時会は、11 月 26 日の 1 日を会期として開催されました。提出された案
件は、議案 5 件で原案のとおり可決されました。
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条例の一部改正

財産の取得

長柄町議会報告会は中止します
　昨年度に続き新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、長柄町議会報告会は中止いたします。

第5回臨時会　議案等審議結果一覧
議員名

議案名

結　果 髙
橋
智
恵
子

岡
部　
弘
安

柴
田　
　
孝

川
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敬

鶴
岡　
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雄
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孝
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人

山
﨑　
悦
功

星
野　
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成

議決
結果

賛
成

反
対

議　案
第 3 号

職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例の制定について

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 4 号 財産の取得について（災害対策車両） 原案

可決 10 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 5 号

財産の取得について（長柄町GIGAスクー
ルタブレットパソコン）

原案
可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第１号　議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議案第 2 号　長柄町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　今回の改正は、人事院勧告並びに千葉県人事委員会の給与に関する勧告による職員の給与改定に準じ改正
を行うもので、期末手当の支給率を 0.05 月分引下げるものです。
　本年度分は、12月支給分で0.05月分を1回で、令和3年度からは6月支給分、12月支給分それぞれ0.025
月で、あわせて 0.05 月分引き下げるものです。
※議案第 1 号、議案第 2 号は会議規則第 37 条により一括議題としました。

議案第 3 号　職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
　今回の改正は、人事院勧告並びに千葉県人事委員会の給与に関する勧告を受け、期末手当の支給率を 0.05
月分引き下げ、4.45 月分とするものです。
　また、地域手当について、引き続き不支給とするものです。

議案第 4 号　財産の取得について（災害対策車両）
　取得する財産及び数量は、日産リーフ 2 台です。
　取得の目的は、昨年の台風 15 号による長期間にわたる停電被害を踏まえ、簡便に移動が可能であり、かつ
清潔で安全な電力を避難所などに供給するため、電気自動車を取得し、もって防災力の向上を図ろうとするも
のです。随意契約による購入で取得予定金額は、901万1,778 円、契約の相手方は有限会社村上自動車です。

議案第 5 号　財産の取得について（長柄町 GIGA スクールタブレットパソコン）
　取得する財産及び数量は、児童生徒用タブレットパソコン 389 台です。
　取得の目的は、文部科学省の「GIGA スクール構想」に基づき、児童生徒「一人１台端末等」の ICT 環
境を整備し、公正に個別最適化され、創造性を育む学びを実現しようとするものです。
　指名競争入札による購入で取得予定金額は、2,420 万円、契約の相手方は株式会社大崎コンピュータエン
ヂニアリング千葉支店です。

議員の辞職
　12月24日、町議会議員川嶋朗敬氏から辞職願が提出され、地方自治法第126条の規定により、議長が許
可し、12月31日をもって議員を辞職しました。

※　○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、議長は裁決に加わらないため「－」で表示
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